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京都府立京都スタジアム（京都府亀岡市）

2020年1月に開業した
令和初の複合型フットボールスタジアム
（観客収容:21,600人）

京都駅から電車で約２０分、ＪＲ亀岡駅前

指定管理者：合同会社ビバ＆サンガ
㈱ビバ（代表）と㈱京都パープルサンガによる
特定目的会社（SPC）

※契約期間は約１０年(～2030年3月）



本スタジアムは、スポーツ庁、経済産業省が掲げるスタ
ジアム・アリーナ改革の先駆けであり、民間活力を生か
かしたにぎわいを創出する新しい“まちなか・えきちか
スタジアム” として整備されました。

限られた敷地形状に合わせたコンパクト化により、すべ
てのステークホルダーが喜びを享受できる最高のスタ
ジアムとすることを目指しました。

敷地は、 ⻲岡盆地を形成する山々を背景に北側を流れる保津川と、
南側を⾛るＪＲ嵯峨野線に挟まれた、街区開発が進行中のＪＲ⻲岡駅北⼟地区画整理事業

の商業エリアの駅前に位置します。

1



にぎわいの創出 都市公園型スタジアムからの脱却と収益性向上

このスタジアムは、ＪＲ亀岡駅前の商業エリアに建設され
ることから、都市公園に建つスタジアムのような制限も
なく、にぎわい創出施設についても自由度を高めた提
案と整備が求められました。

そこで我々は、北サイドから東側のバックスタンドの１階
に、テナントが入居できる店舗エリアを外向きに配置し、
日常的に気軽に立ち寄れる活気あふれる沿道空間をデ
ザインしました。

これまでのスタジアムは、国体開催に向けて整備されたものが多く、都
市公園内に整備することで、建設費を交付金でまかない建設されてき
ました。
そのため、公園施設としての公共性、開放性の確保という観点から、建
築面積制限の他、民間企業による出店や過度な収益への制限がかかり、
自由な運営ができないという問題がありました。
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にぎわいの創出 日常的にまちのにぎわいをつくる地域の拠点となる施設を目指して
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にぎわいの創出 日常的にまちのにぎわいをつくる地域の拠点となる施設を目指して
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